
平成19年３月橋本市議会定例会会議録（第２号）の８ 

平成19年３月５日（月） 

                                                

○議長（上田順康君）順番７、25番 岡 勲

君。 

〔25番（岡 勲君）登壇〕 

○25番（岡 勲君）傍聴の皆さま、ご苦労さ

んでございます。 

 25番、岡、通告どおり一般質問を行います。 

 １番は生活支援についてということでござ

います。高野口町では平成17年から18年にか

けて、大阪から12名がやってまいりまして、

ただ今生活支援を受けて生活をしております。

生活保護を受けながら自立をする意欲も見せ

ずに一日、一日を暮らしているのが現状でご

ざいます。住まいを提供している一個人の家

賃収入に協力をしているという姿にしか、私

の目には映りません。 

 今後、本市に定住するのであれば、新たな

仕事についてもらう指導が必要ではないかと

思います。今後は、就労支援と生活支援をあ

わせて取り組む必要がこの方たちにあるので

はないでしょうか。より細かい取り組みが必

要であり、将来に向けて橋本市の進むべき道

を確立していただきたい。この思いで、私は

この人たちの生活支援について質問をいたし

ます。 

 まず、大阪では、このような人たちに生活

支援と就労支援をしているＮＰＯ組織が活躍

をしています。有限会社ビッグイシュー日本

という名で、彼らに生活と就労支援をする専

門の組織であります。内容については、彼ら

の仕事をつくるために、雑誌ビッグイシュー

を創刊をいたしまして、販売をさせていると

いうことでございます。 

 このようなことが今、世界では現在28カ国、

80都市で販売をされて活動をしているそうで

ございます。日本でも03年９月より、第１号

を発売後、現在まで活動をしているわけでご

ざいます。雑誌ビッグイシューは１冊200円で

販売をいたしまして、200円の中から110円の

収入をこの方たちが得まして、そしてまた新

しい、この方たちは自立をめざして新しいア

パートを借り、住所を得て新しい仕事につく

ことを目的として、一生懸命やっているのが、

約400人が組織に入っているそうでございま

す。その中で自立をした人数といえば約６％

かということを聞いております。 

 私は自立をする意欲を持つように、市も今

回立ち上がっていただきたい、このように思

うわけでございます。ＮＰＯの橋本の皆さま

方と協力関係を持っていただき、まず話し合

いを持って、橋本には橋本ででき得る仕事は

あるのではないかと、検討してほしいなと思

っております。来た人たちは高齢者の人たち

と聞いておりますが、やはり、今後この方た

ちの進むべき道、市がやはりリードをして、

この方たちの自立をするために、意欲をも持

たすためにどのように立ち上がっていったら

いいのか、これをお答えを願いたい。このよ

うに思います。 

 ２番目でございます。コミュニティバスの

運行について。少子高齢化を迎え、大手バス

会社が運行について、高齢者の利便性を考え、

乗客が乗り降りする場所を停留所だけと指定

せずに、自由な場所で乗り降りするように検

討していると聞いております。 

 そんな中で、橋本市のコミュニティバスも

お客の確保に、どこでも手を挙げればバスは

停車する。手を挙げればどこでもとまってく

れるバスがあればいいなというのは、スーパ

ーから、それからホームセンターから、大き

な荷物を両手に持って、休憩をしながら歩く
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高齢者の皆さま方から、そしてまた店主の

方々から、どこでも止まってくれるバスがあ

ればいいなという声が私たちの耳に届くわけ

であります。そういうことで、当局のお考え

をお聞きしたい。 

 この２点について、壇上より質問を終わり

ます。よろしくお願いいたします。 

○議長（上田順康君）25番 岡 勲君の一般

質問に対する答弁を求めます。 

 市長。 

〔市長（木下善之君）登壇〕 

○市長（木下善之君）岡議員の質問にお答え

をいたします。 

 私からはコミュニティバスにおける利用客

の乗降についてでございますが、現在の各ル

ートにつきましては、バス停の位置、バス停

間の距離、道路幅員、交通量等を総合的に検

討の上、決定をいたしております。 

 中でも、バス停の設置場所につきましては、

利用者の利便性と周辺の道路環境を勘案し、

警察やバス事業者とも十分協議を重ねて運行

をしてまいりました。コミュニティバスは市

役所、市民病院のほか、買い物などの交通手

段として高齢者、障害者をお持ちの方をはじ

めとして、多くの市民の方にご利用をいただ

いておるのが現状でございます。 

 議員ご質問の件でありますが、高齢者の

方々にとっては、自宅や目的地に近いところ

での乗降を望まれるのは当然のことと思いま

すが、バスの乗務員が走行中における乗車希

望のお客様を見きわめ、また、停車時におけ

る付近の道路環境や乗客の安全の確保、後続

者が安全にバスを追い越せるなどの、数多く

の検討課題がございます。そうした面で、当

初より、バス事業者とも協議してきたところ

でございます。 

 特に、真夏の頃に、非荷物を持って歩かれ

ておるという光景もよくあるわけでございま

すし、私としましてもその担当者に、バスの

前に赤い二重丸の印をして、そうして走って

おったら、あれはコミュニティバスやなとい

うことがわかると。そうしたら手を挙げたら

乗せたってくれるようにいかんのかよという

ことを、大分申し上げたことがあるんです。

警察にも申し上げました。しかし、公にバス

を運行する者として、みだりにそういうこと

は認めがたいという結論に相なったわけであ

ります。 

 しかし、テレビで十津川あたりがようやっ

てますな。この前も十津川やってましたわ。

あれ、やみでやっとるのかなと思って、けど、

この間の見た限りでは、やはりバス停まで行

って、それでそこへ荷物を、荷物の配送をし

てましたがね。割合とあそこら柔軟に対応し

とるんかなと。今後検討せないかんなという

感じを私も持っておるわけでありますが、そ

の結果、コミュニティバスの運行に際しては、

市民の安全がやはり最優先でございますし、

警察との協議も得て、現在のバス停の位置を

決定をさせていただいたところでございます。 

 今後は住民の皆さんの意見も聞きながら、

もう少し時間に幅を持たせて、バス停の箇所

を増やすとか、どうしても途中で手を挙げて

とまってくれないとすれば、そういうように

決めがあるもんですから、ひとつ今後につい

ては、市民の利便性や、あるいは乗車率の向

上のために、一層研究をしてまいりますので、

ご理解をお願いしたいと思います。 

 なお、残余の件につきましては、担当参与

よりお答えをいたします。 

○議長（上田順康君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（上田敬二君）議員ご指摘の

とおり、現在、高野口町の一戸建ての２箇所

の改造住宅に、大阪方面から転入してきまし

た11名の方が生活保護を受けておられます。

生活保護法としての違法性ですが、その方が
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橋本市内に住んでおり、部屋を間仕切りした

ものであったとしても個人としての居宅があ

り、困窮のため最低限度の生活を維持するこ

とができない場合は、生活保護を受けること

ができるとなっております。 

 現在住まわれております11名の方のうち、

６名が旧高野口町で受理し、伊都振興局で決

定しており、５名が橋本市で受理し、決定し

ております。ただし、65歳以下の方で、検診

命令の結果、就労可能または軽作業可能の結

果が出た場合は、就労指導を行うこととなっ

ております。 

 就労指導及び療養指導に従わない場合は、

指示書を出し、それでも従わない場合は保護

を廃止にしております。現に１名がこれに従

わなかったので、３月１日付けで保護を廃止

いたしました。今後も生活保護を受けている

方の中で就労可能な方は、自立が最終的な目

標でありますので、就労指導及び療養指導は

厳しく行っていきたいと考えております。 

 ホームレスの方については、ＮＰＯ法人等

がいろいろと自立のための支援活動を行って

おりますが、生活保護者の自立支援としては、

就労対策が最重要項目となっております。本

市においても、平成18年７月１日に橋本市就

労支援プログラム実施要項を策定し、ハロー

ワークと連携をとりながら生活保護者の就労

支援を行っております。平成19年度におきま

しても、橋本市内の生活保護者全般に対する

ことですが、就労支援により一層力を入れ、

また、それ以外の自立支援についても積極的

に取り組んでいきたいと考えております。 

○議長（上田順康君）25番 岡君、再質問あ

りますか。 

 25番 岡君。 

○25番（岡 勲君）２番目のバスの運行でご

ざいますが、私もバスの運行については軽々

しく質問をしているわけではございません。

運行バスの路線確保に大変ご苦労、ご努力が

あることは、私もよく理解をしているし、こ

んなこと言うとるけども、心の中では手を合

わせて、ありがたいことだなあと思っており

ます。相手は大手バス会社、タクシー会社で

は、橋本市といたしましても後から来てええ

とこどりかというようなバス路線に乗り入れ、

また、一時停止という勝手なことをするわけ

ですので、相手との話し合いは大変難しい、

ご苦労なことがあるなと思うわけでございま

す。 

 市長の言うように、近い将来、やはりぜひ

ともこの途中で手を挙げればとまって乗って

いけるということを実現をしていただきたい

とお願いをするとともに、私もかつらぎ町の

ほうへ商売柄行っておって、河南道路でコミ

ュニティバスと出会うときがあって、手を挙

げてぱっととまる。後ろから来た後続車はち

ょっと危ないなという場面にも出くわすわけ

でございますので、いろんな大変な問題があ

るなと理解をしているわけでございます。そ

んな中で、でき得ればぜひ近い将来、実現に

向かって進んでいただきたいと、こんなよう

に思っております。要望しておきます。 

 １番の問題でありますが、ハローワークと

手をつないでやっていくと、やっていってる

ということでございますが、いろいろなこと

がございまして、今、高野口町でも治安が大

変悪うなっております。昨年の９月頃から。

牛乳、新聞が頻繁に現在でも抜かれておりま

す。もう約７カ月か８カ月かになるわけでご

ざいますが、駅の西からずっと今、国道24号

の南側へと場所が移っておるわけでございま

す。 

 市民の皆さんは、警察にパトロールの強化

と取締のことをお願いに行っているのが高野

口町の現状でございます。また、そんなとき

に今年の正月、松源高野口店では大酒を飲ん
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で暴れまして、警察にお世話になったという

事件が起こっております。その正月の元旦に、

私たちが管理をしておりますお稲荷さんがご

ざいまして、12月31日、清酒６本、これはコ

ウインの皆さま方からお供えがあって、供え

てあったんですけど、元旦の９時にお稲荷さ

ん見に行ったら、１本もなかったということ

がありました。 

 そんなことで、できるだけパトロールを強

化してくれと警察へもお願いをしているわけ

でございます。こんなときでございますので、

橋本市では、やっぱり私も思うんですが、大

事な、大変大事な時期ではないかと、こう思

うわけでございます。やっぱり、将来に向け

て難しい問題が起こって来ぬうちに、生活支

援問題をしっかりと受けとめて、彼らの進む

べき目標、進んでほしいなということについ

て、しっかりと前を向いて歩いてほしいなと。 

 そんな中で、この間、地元の住民と市当局

とのお話し合いがあったということを聞いて

おります。初めて県下でそういう人がやって

きて、生活保護を受けて生活をする。この受

け入れについて、市は間違いのないように県

へ相談をされたと聞いております。県からの

返事では、これはもう書類上認めざるを得な

いんじゃないかという返事が来たという文書

が市のほうへ届いておるという話があったと

いうんですが、私もこの文書を一目見たいな

と、かように思います。後で結構、控え室で

も結構ですが、文書をお見せいただけますか。 

○議長（上田順康君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（上田敬二君）県からの照会

文書でございますけれども、平成18年、昨年

の６月14日に最初の申請が名古曽の住宅につ

いてあったわけですけれども、業者の照会と

いう特殊な状況もありましたので、このよう

な状況で生活保護が認められるのかどうか疑

問に思い、７月６日に県の保護班に疑義照会、

照会を行いました。県からの回答につきまし

ては、今回のケースでは各々が親類ではなく、

生計の同一性が認められず、間借りの形態を

満たしていれば、個々が生活保護の対象とな

らざるを得ない。そういうような回答をいた

だいております。文書については担当課で保

管しておりますので、見ていただいても結構

かと思います。 

○議長（上田順康君）25番 岡君。 

○25番（岡 勲君）いろんな問題が起こらん

前に、何とか市としても、やはりしっかりし

た対応をとっていただきたいというのが我々

の思いでございます。彼ら11名を連れてきた

責任者については、あまり市の言うことを

軽々しく受けて、あんまり言うことを聞かな

いので、地元の方にしっかりと苦情なりをど

んどんと言ってくれという話もあったように

聞いております。私はこれではこの問題が解

決しない、事件が起こっても解決しない。や

はり地元の住民と一緒になって、二人三脚で

取り組んでいかねばいけないのではないかと、

このように思うわけでございます。 

 そんなことで、今後、このような、また五、

六人連れてくるというような問題が起こりま

したならば、今後どのように対策をとってい

くのか、お聞きしたいと思います。 

○議長（上田順康君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（上田敬二君）ちょっとお答

えさせていただきます前に、先ほどの私の回

答で、正式な文書の名前は疑義照会表と言い

ますけれども、見ていただいたら結構と言い

ましたけれども、内容についてはちょっと個

人情報も含まれておりますので、情報公開の

請求をしていただきまして、個人情報の部分

につきましては、お見せできないことになり

ますけれども、内容につきましては見ていた

だけるんかなと思っております。開示請求し

ていただいたら結構かと思います。 
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 それと、今後の対応なんですけれども、生

活保護の事務は、地方公共団体の長が国から

受託し、実施することになっております。つ

まり、法定受託事務ということで、一般の行

政事務とは異なっておりまして、事務の実施

につきましては、国の定める事務処理基準に

基づいて行っているところでございます。し

たがいまして、懸案事項の決定にあたりまし

ては、県や国の指導助言をいただき、最終的

には福祉事務所長が判断しておりますけれど

も、高度な判断が必要なものにつきましては、

助役、市長に相談を図って決定しているとこ

ろでございます。したがって、法や県・国の

指導助言と異なる判断は、基本的に今まで行

ったことはございません。行うことは裁量権

の範囲をちょっと逸脱しているんではないか、

そういうような考え方で業務を行っておりま

す。 

 しかし、保護することによって周辺住民な

ど第三者に迷惑や不安感を与えているなど、

統一的なこれまでの判断基準では改善が見込

めない場合、ローカルルールとも言える、市

独自の考え方の導入をも検討する必要がある

んではないかと考えております。具体的な中

身についてはまだ決定しておりませんけれど

も、その市独自の判断によって、不利益を受

ける方が県に不服審査を申し立てることがで

きるとなっております。これらのことから、

県に対して市が今後行う行為については、十

分に事前に説明していく必要があるんではな

いかと考えております。 

 その結果、市の判断が間違っているとか、

法の解釈の仕方、運用基準の解釈の仕方がお

かしいということであれば、県なり国の指導

に従っていかざるを得ないんではないかと、

そう考えております。 

○議長（上田順康君）25番 岡君。 

○25番（岡 勲君）今、部長のほうから、次

にそういう問題が起これば付近住民の皆さま

方と相談をしながらやっていきたい、このよ

うなお答えでございまして、大変うれしいわ

けでございますが、きちっとしたやっぱり報

告したってくれるのかな。 

○議長（上田順康君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（上田敬二君）基本的にはこ

れまでも報告させていただいてると思います。

ただ、住吉区住人の方全員ではなくて、区長

なり、副区長なり通じて、基本的に市の持っ

ている情報については、その都度ご相談させ

ていただいているつもりでおります。今後に

つきましても、そういう形でご相談していき

たい、そう考えております。 

○議長（上田順康君）25番 岡君。 

○25番（岡 勲君）消防長がおられますので、

少しお聞きしたいなと思います。 

 この方、11名の中で４名の方、４名から今

３名になったのかな、最初来たときは４名で

ございました。住吉という地区の住宅でござ

います。二間がそのいう真ん中、ベニヤ板で

間仕切りをいたしまして４名を居宅させてお

ると、住まわしとるというような状況でござ

いますが、消防法においてはこのような間仕

切りで住宅に見るのか、アパートに見るのか、

ここらは行って検分をしていただかねばわか

らないと思うんですが、今まで検分に至った

ことないし、そういう届けもないんですね。 

○議長（上田順康君）消防長。 

○消防長（大西洋二君）この件に関しては、

うちのほうも掌握してございませんけども、

ただ、消防法の観点からいきますと、住宅の

中での個々の住まいということでございます。

ただ、ガスコンロ等々の火を使うという場所

の必要性は、検分の結果、必要かどうかの判

断は出てくるかと思います。ただ、面積的な

もの、かなり大きくなれば別として、今お聞

きした面積等々については、消防法に関して

－19－ 



はとりあえずは引っかからないんじゃないか

と。ただ、火災予防的なもとでの台所部分等々

については、必要性はあろうかと思います。 

○25番（岡 勲君）定住をしていく中で、や

っぱり今後新たに何らかの仕事についていた

だきたい。自立をしていただきたい。という

のはやはり付近住民、我々の願いではないか

と思うわけでございます。そんな中で、今後

就労支援と生活支援をあわせて行いながら、

相手方の皆さま方により細かい指導をしてい

ただきたいなと。やはり事件が起こりました

ならば、住民の皆さま、また、私たちに言っ

ていただいて、やはり二人三脚で取り組んで

いきたいというのが地元皆さま方の願いかな

と、このように思うわけでございます。一緒

にいろんなことに取り組んでいただけますで

しょうね。 

 以上です。 

○議長（上田順康君）25番 岡君。 

○25番（岡 勲君）いっぺん現場を検分して

ほしいなと思うんですが、いけますか。 

○議長（上田順康君）消防長。 

○消防長（大西洋二君）誠に失礼ですけども、

地区は高野口町になるわけですか。 

○25番（岡 勲君）名古曽地区になります。 

○消防長（大西洋二君）この件につきまして

は、もうご存じかと思いますけども、予防行

政につきましては伊都消防になろうかと思い

ます。ただ、この件について私どもから伊都

消防へ連絡して、結果は別として報告したい

と、かように思っております。 

○議長（上田順康君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（上田敬二君）生活保護につ

きましては、最低限度の生活を保障するとと

もに、自立を助長するための制度であります。

したがいまして、保護が単なる最低生活の保

持に終わることなく、保護受給者の自立の可

能性を助長していきたい、そう考えておりま

す。そのために、橋本市就労支援プログラム、

昨年の７月１日に要綱を制定させていただき

ました。基本的にはハローワークと手を携え

て本人と面談、そして意向調査をやりまして、

就労まで導いていく、そういう個々の支援プ

ログラムでございます。これにつきましても、

当然、せっかくの新たな制度ですから、就労

支援に一人でも多く結びつけていきたい、そ

う考えております。 

 以上です。 

○議長（上田順康君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（上田敬二君）消防のことで

の立ち入り調査のことをご質問なんですけれ

ども、既に昨年の６月30日に、消防と市の住

宅課、建築基準法の関係ですけれども、照会

をかけております。それで、現場検証も日付

はわかりませんけれどもしていただいたんで

す。その結果、非常警報機の取り付けにつき

ましては必要となりましたけれども、新築家

屋及び500㎡以上の家が対象ということでも

あり、一般の家につきましてはこれも５年間

の猶予が、取り付けについては猶予があると

いうことで、当家屋につきましては対象にな

らない、そういう回答を得ております。 

 一方で、住宅について撤去してほしいとい

うような地元の方が、意見が当初からありま

す。この問題につきましては、その家主に対

して、これまでも一戸建ての家を改造して共

同生活をし、そして結果としてその家賃収入

を得ているのは、市としても適切な形とは言

えないのではないかということで、県に疑義

照会するとともに、家主の方にこれまで何回

 また、ほかに共同生活等で、消防法で何か

問題はないかということも照会かけさせてい

ただきましたけれども、共同生活を利用とす

ることで、特に消防法に抵触することにはな

らない、そういう回答をいただいております。 

○議長（上田順康君）25番 岡君。 
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も何回も話し合いを持っております。つきま

しては、不動産を買ってくれれば撤去すると

いうことで、これは住民の方もご存じですけ

れども、住民の皆さんの前でそういう回答を

いただいております。結果として買い主が見

つからないという状況もありますけれども、

合わせて、その撤去の可能性につきましても、

引き続いて市としては持ち続けていきたい。

業者と粘り強く交渉していきたい。 

 それと並行して、個々の生活保護者につい

ては、就労支援プログラムに基づいて就労指

導も、病気持ちの方、かなりいてるんですけ

れども、働ける方については就労指導してい

きたいと。従わない場合は保護の廃止、そう

いう形でもっていきたいと、そう考えており

ます。 

○議長（上田順康君）25番 岡君。 

○25番（岡 勲君）わかりました。ありがと

うございます。今言われたように、家なんで

すけども、やはり買いたいなと思う地元の住

民の方もいらっしゃると聞いておるわけでご

ざいますが、やはり差額がちょっと開きがあ

るんでということなんですけれども、その開

きについて、部長もお話の中でわかっている

と思うわけでございますが、何とか市のほう

でお願いをして、あれを買うと、家屋を買う

と。そして、住民の方に買っていただくとい

うようなことはできないでしょうか。 

○議長（上田順康君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（上田敬二君）市のほうで不

動産を取得する、そういう考え方は一切持っ

ておりません。ご理解をお願いします。 

○議長（上田順康君）25番 岡君。 

○25番（岡 勲君）終わります。 

○議長（上田順康君）これをもって、25番 岡 

勲君の一般質問は終わりました。 
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